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令和８年度 福岡県食物アレルギー・アナフィラキシー研修会

国立病院機構福岡病院
小児アレルギーエデュケーター 林 真紀子

学校における食物アレルギーへの対応について
〜アレルギー症状が出てしまったら〜

食べる 触れる 吸い込む

アレルギーの原因となる食物の侵入経路
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2011年 令和6年度食物アレルギーに関連する食品表示に関する調査研究事業報告書

即時型食物アレルギーの原因物質

3大アレルゲン〜鶏卵・⽜乳・⼩⻨〜そして、ナッツ類の増加

出典:「令和6年度食物アレルギーに関連する食品表示関する調査研修事業報告書」（消費者庁）
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当院で2012年
～2017年の6
年間に時間外
受診、または

救急車による
外来受診をした
患者を対象に
調査

当院救急受診患者 誤食発生場所の割合

• 気づいたときにまだ口に入っている場合は
口から吐き出させ、ゆすいだり口の周りを洗う

• 運動したり暴れさせない、安静に過ごす

• 慌てず、注意深く観察する（最低２時間）

• 薬を準備しておく、症状が進むのが早ければ救急車を呼ぶ

食物アレルギー：誤食時の対応
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福岡市でも30分以内に病院につかない可能性がある
令和5年版福岡市消防局年報資料及び、令和6年総務省消防庁「救急・救助の現況」をもとに作成

10分０秒

４５分３６秒

救急搬送にかかる時間

食物アレルギー：症状出現時の治療
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一般向けエピペン®の適応

日本小児アレルギー学会
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学校で誰がエピペン®を投与しているのか
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アドレナリン自己注射薬(エピペン®)

アドレナリン自己注射薬(エピペン®)
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ネフィー®点鼻薬：アナフィラキシー補助治療薬アドレナリン点鼻薬

小児科医会アレルギーポータル
ネフィーサイトより

ネフィー®は、鼻腔内にスプレーすることでアドレナリンを投
与できる製剤です。
体重15kg以上30Kg未満：１mg/回 ３０Kg以上：２㎎/回

使用方法 ノズルを1cmくらい鼻孔に入れる

14

ネフィー®エピペン®
鼻腔内スプレー筋肉注射（大腿外側）投与方法

なしあり（恐怖感が高い）針の使用
容易訓練が必要操作

約１０分〜３０分約５〜１０分効果発現
小型スプレー・携帯容易ペン型・やや大型形状・携帯性

可可学校での第三者投与

アナフィラキシーの治療：エピペン® VS ネフィー®
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ネフィー（Neffy）とは 2

アドレナリン（エピネフリン）を鼻腔内に噴霧する、世界初の注射不要の
アナフィラキシー緊急治療薬。2025年度より日本の学校での使用が解禁。

針なし

鼻にスプレーするだけ
注射不要で誰でも投与可能

小型・軽量

ポケット・ランドセルに収納
常時携帯が容易

操作

特別な訓練なしで使用可
教職員・保護者に適している

室温保管

冷蔵不要（1〜30℃）
学校環境に適した保管条件

ネフィー®点鼻薬：アナフィラキシー補助治療薬アドレナリン点鼻薬

アナフィラキシーの治療：アドレナリン自己注射薬(エピペン®)
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アドレナリン自己注射薬(エピペン®)の使用方法

アドレナリン自己注射薬(エピペン®)の使用するタイミング
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第一発見者の対応
• 傍を離れない
• 緊急性の判断（5分以内）
• 症状の対応
• 人を集める
（大きな声で、確実に集める）

アナフィラキシーが起こったら！

緊急性（エピペンが必要か必要でなないか）を判断する
まで、動かさない

アレルギーで
す。○○室に
来てください。

緊急時対応に必要なこと
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出典：Food Allergy Education Kitより

アレルギー症状が出た時の対応

エピペン
救急車
要請

内服・受診 内服・安静

・外出するときは必ず内服薬やエピペン®を携帯する
・受診するタイミングとどこの医療機関に受診するかを主治医とあらかじめ決めておく。

アレルギー症状が出た時の対応
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【ぐったり、意識もうろうのとき】
足を高くして寝かせる
移動は歩かせない
（身体を水平にした状態で移動）

【吐き気、おう吐があるとき】
おう吐物による窒息を防ぐために、
体と顔を横に向ける

【呼吸が苦しいとき】
呼吸を楽にするために、
上半身を起こした姿勢をとる

症状に合わせた姿勢の取り方

【ぐったり、意識もうろうのとき】
足を高くして寝かせる
移動は歩かせない
（身体を水平にした状態で移動）

【吐き気、おう吐があるとき】
おう吐物による窒息を防ぐために、
体と顔を横に向ける

【呼吸が苦しいとき】
呼吸を楽にするために、
上半身を起こした姿勢をとる

体位変換をきっかけに急変する可能性があるため、
急に座ったり立ち上がったりする動作を行わない。

動かさない！歩かせない！
一人でトイレに行かせない！（カギをかけない）

症状に合わせた姿勢の取り方
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・事前の調整

家族との連絡が
とれないときは？

所轄消防署との
連携は可能か？
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救急隊が困ったこと

・役割分担で救急車
を手配した先生が子
どもの状況を把握で
きていなかった。

・救急隊を誘導する
人が子どものいる場
所までのポイントに
2〜3人いたほうが分
かりやすかった。

アナフィラキシー対応を適切におこなうために

• 初期対応を決める（どこで？誰が？何をする？）

• 緊急連絡先を決める（保護者・医療機関・所轄消防署など）

• シミュレーションなどを取り入れたトレーニング

【Aさん】

給食後より咳がでます。明らかに除去している食品を食べた記憶はありません。でも、じっとしてい
た方がよさそうな感じがします。食事のせいか、気のせいか迷っています。

しかし、症状は強くなっているようにも感じます。母親に言われた薬を飲もうか、先生に言った方がい
いか考えているところです。
【担任】
教室に半分くらいの子どもが残っています。そのとき、Aさんは昼休みに自分の席にひとりで座っ

ていることに気づきました。咳をしながらじっとしています。給食後なので、アレルギー症状ではない
かと気になりました。
•どのようにしてアレルギー症状を確認しますか
•どうやって人を集めますか
•エピペンの判断をどのようにしますか
（管理職の先生、担任、その他職員・・・それぞれの役割を考えてください。）
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●3歳
自分の食べられないものが言える。

●４-5歳
自分が食べられるものか、大人に確認する。
アレルギー症状が出た時、周りにいる大人に伝える。

●小学生
アレルギー表示の確認を行う。確認する方法を知っている。
症状が出た時の対応を知っている（薬、エピペン®など）。

大人が子どもを守ることも大切だが成長段階に合わせて
子ども自身の誤食を防ぐ力を育てていくことも大切

子どもの力を育てる

まとめ

✓食物アレルギーの即時症状の進行は早い

✓アナフィラキシーの症状を見逃さないためにも、
複数人で判断をする

✓迷ったらエピペン®またはネフィー®を使用する

✓緊急時のために日頃から色々な場面を想定した
シュミレーションが必要
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